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●
は
じ
め
に

中
国
は
市
場
経
済
化
の
成
功
に
よ
り
急
速
な
発
展
を
遂
げ
て
い
る
。
大

都
市
に
は
高
層
ビ
ル
が
林
立
し
、
高
規
格
道
路
や
地
下
鉄
網
、
あ
る
い
は

大
規
模
な
空
港
・
港
湾
の
建
設
な
ど
、
ハ
ー
ド
面
で
の
イ
ン
フ
ラ
は
着
実

に
整
備
さ
れ
て
き
て
い
る
。
活
況
を
呈
す
る
株
式
市
場
や
事
業
の
成
功
で

財
を
成
す
も
の
も
多
く
、
マ
ン
シ
ョ
ン
や
外
国
製
高
級
車
の
販
売
が
き
わ

め
て
好
調
で
あ
る
。

一
方
、
市
場
化
に
よ
る
経
済
発
展
は
、
所
得
格
差
の
拡
大
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
歪
み
も
も
た
ら
し
て
い
る
。
な
か
で
も
重
要
な
問
題
の
一
つ
が
、
医

療
費
の
高
騰
で
あ
る
。
特
に
近
年
の
中
国
で
は
、
著
し
く
高
騰
す
る
医
療

費
の
た
め
満
足
に
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
「
看
病
難
、
看
病

貴
」（
受
診
は
し
づ
ら
く
、
医
療
費
は
高
い
）
の
問
題
が
大
き
く
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
た
と
え
ば
、
急
病
に
な
っ
て
病
院
に
か

か
る
と
平
均
月
収
の
数
倍
も
の
治
療
費
を
請
求
さ
れ
る
、
あ
る
い
は
高
額

中
国
の
医
療
費
高
騰
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
分
析

─
高
齢
化
と
医
療
産
業
の
観
点
か
ら

窪
田
道
夫

な
保
証
金
が
用
意
で
き
な
く
て
入
院
・
治
療
を
断
ら
れ
る
こ
と
な
ど
で
あ

る
。
医
療
サ
ー
ビ
ス
は
全
て
の
人
々
に
関
係
の
あ
る
、
現
代
社
会
に
不
可

欠
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
治
療
費
も
平
均
的
な
所
得
水
準
に
見
合
う
水
準

で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

医
療
費
高
騰
の
問
題
に
は
、
医
療
保
険
自
体
の
要
因
と
そ
れ
以
外
の
要

因
が
あ
る
。
保
険
の
問
題
と
し
て
は
、
自
己
負
担
額
が
多
い
、
給
付
限
度

額
が
定
め
ら
れ
て
い
る
上
に
保
険
加
入
率
も
低
く
止
ま
っ
て
い
る
、
保
険

適
用
と
な
る
医
薬
品
や
治
療
行
為
に
は
厳
し
い
制
限
が
存
在
す
る
、
医
療

が
市
場
化
さ
れ
て
い
て
保
険
外
診
療
に
制
限
が
な
い
と
い
っ
た
こ
と
が
あ

る
（
医
療
保
険
、
さ
ら
に
中
国
の
社
会
保
障
制
度
改
革
や
そ
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
参
考
文
献
②
、
④
な
ど
が
詳
し
い
）。
し
か
し
本
稿
で
は
、
医

療
保
険
以
外
の
要
因
の
う
ち
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
そ
の
関
連
性
を
十
分

に
は
分
析
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
人
口
高
齢
化
と
医
療
産
業
の
問
題
に
焦
点

を
当
て
る
。

こ
の
観
点
か
ら
医
療
費
高
騰
を
引
き
起
こ
す
原
因
を
検
討
し
て
み
る
と
、

分
析
リ
ポ
ー
ト



大
き
く
次
の
三
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
人
口

高
齢
化
が
も
た
ら
す
疾
病
（
主
に
生
活
習
慣
病
）
患
者
増
で

あ
り
、
次
に
医
薬
品
に
か
か
る
費
用
、
特
に
治
療
効
果
が
高

い
が
価
格
も
高
い
医
薬
品
の
増
加
、
そ
し
て
医
療
技
術
の
進

歩
に
伴
う
先
進
的
医
療
機
器
の
増
加
と
検
査
・
治
療
費
用
の

高
額
化
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
三
つ
の
要
因
が
医
療
費

の
高
騰
に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
か
、
そ
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
分
析
し
よ
う
。

な
お
、
医
療
に
関
し
て
い
え
ば
、
農
村
に
お
け
る
医
療
サ

ー
ビ
ス
の
不
足
も
き
わ
め
て
重
要
な
問
題
で
あ
る
が
、
医
療

保
険
の
整
備
、
医
療
機
関
や
検
査
・
治
療
設
備
の
不
足
、
医

師
の
技
術
水
準
な
ど
、
都
市
の
医
療
問
題
と
は
異
な
る
側
面

が
多
い
。
こ
の
た
め
本
稿
で
は
、
都
市
の
問
題
に
焦
点
を
絞

る
こ
と
に
す
る
（
特
に
保
険
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
制
度

が
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
医
療
費
は
全
額
自
己
負
担

で
あ
っ
た
が
、
二
○
○
三
年
か
ら
は
一
部
地
域
で
試
験
的
に

「
新
型
農
村
合
作
医
療
」
と
呼
ば
れ
る
保
険
制
度
が
導
入
さ

れ
た
。
二
○
○
七
年
は
こ
の
制
度
の
導
入
地
域
が
全
国
八
○

％
以
上
の
県
に
拡
大
さ
れ
る
計
画
で
あ
る
）。

●
人
口
高
齢
化
と
生
活
習
慣
病
の
増
加

中
国
で
は
現
在
急
速
に
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。
二
○
○

○
年
に
実
施
さ
れ
た
第
五
回
全
国
人
口
セ
ン
サ
ス
で
は
、
六

五
歳
以
上
の
人
口
が
総
人
口
に
占
め
る
比
率
は
六
・
九
六
％

で
（
参
考
文
献
⑧
、
一
○
二
ペ
ー
ジ
）、
高
齢
化
社
会
の
基

準
と
な
る
七
％
を
僅
か
に
下
回
っ
て
い
た
が
（
六
五
歳
以
上

の
人
口
が
総
人
口
の
七
％
を
越
え
る
と
「
高
齢
化
社
会
」、

一
四
％
を
超
え
る
と
「
高
齢
社
会
」、
二
一
％
を
超
え
る
と

「
超
高
齢
社
会
」
と
さ
れ
る
）、
二
○
○
五
年
一
一
月
に
こ

の
値
は
七
・
六
九
％
ま
で
上
昇
し
た
（
参
考
文
献
⑩
、
三
ペ

ー
ジ
）。
な
お
、
日
本
の
高
齢
化
比
率
は
二
○
○
四
年
に
一

九
・
五
％
だ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
人
口
の
高
齢
化
が
も
た
ら
す
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
は
先
進
国
で

注
目
を
集
め
て
き
た
が
、
中
国
は
世
界
で
初
め
て
、
発
展
途
上
国
の
段
階

で
高
齢
化
社
会
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
中
国
全
体
の
数
字

で
あ
っ
て
、
都
市
部
に
お
い
て
は
全
国
平
均
よ
り
も
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
高

齢
化
が
進
ん
で
い
る
。
た
と
え
ば
上
海
で
は
六
五
歳
以
上
の
人
口
の
割
合

が
一
一
・
九
四
％
と
全
国
平
均
の
七
・
六
九
％
を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り

（
参
考
文
献
⑩
、
二
一
ペ
ー
ジ
）、
高
齢
社
会
到
達
が
目
前
に
迫
っ
て
い

る
。
各
地
区
都
市
部
に
お
け
る
老
年
従
属
人
口
指
数
を
見
る
と
、
全
国
平

均
で
は
一
一
・
四
○
％（
生
産
年
齢
人
口
八
・
八
人
で
老
人
一
人
を
扶
養
）

と
な
っ
て
い
る
が
、
最
も
高
齢
化
の
進
む
上
海
で
は
一
五
・
四
○
％
（
六

・
五
人
で
一
人
を
扶
養
）
に
も
な
っ
て
い
る
（
参
考
文
献
⑩
、
八
七
ペ
ー

ジ
）。平均

寿
命
を
見
て
も
、
一
九
八
一
年
か
ら
一
九
九
○
年
の
間
は
さ
ほ
ど

変
化
が
な
い
の
に
対
し
（
男
性
六
六
・
四
↓
六
六
・
九
、
女
性
六
九
・
三

↓
七
○
・
五
）、
一
九
九
○
年
か
ら
二
○
○
○
年
に
か
け
て
は
男
女
と
も

三
歳
近
く
延
び
て
い
る
（
男
性
六
六
・
九
↓
六
九
・
六
、
女
性
七
○
・
五

↓
七
三
・
三
）。
特
に
上
海
に
お
け
る
伸
び
が
目
立
ち
、
な
か
で
も
女
性

に
つ
い
て
は
全
国
で
唯
一
八
○
歳
代
に
達
し
て
い
る
（
男
性
七
二
・
三
↓

七
六
・
二
、
女
性
七
七
・
○
↓
八
○
・
○
）（
参
考
文
献
⑪
、
五
九
○
ペ

ー
ジ
。
上
海
は
参
考
文
献
⑦
、
一
一
八
ペ
ー
ジ
）。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、

中
国
、
と
り
わ
け
上
海
に
お
け
る
著
し
い
高
齢
化
が
裏
付
け
ら
れ
る
。

で
は
人
口
高
齢
化
の
影
響
を
医
療
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
と
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
か
。
明
白
な
こ
と
は
死
亡
原
因
の
変
化
、
生
活

習
慣
病
の
増
加
、
医
療
費
負
担
の
増
加
で
あ
る
。
表
１
で
は
二
○
○
五
年

時
点
で
の
中
国
の
死
亡
原
因
上
位
一
○
位
を
列
挙
し
た
。
最
大
の
死
亡
原

因
は
癌
や
脳
・
心
臓
疾
患
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
内
分
泌
、
代
謝
、
免
疫

に
関
す
る
疾
患
も
上
位
に
入
っ
て
い
る
。
高
齢
化
の
進
行
と
共
に
、
死
亡

原
因
が
か
つ
て
の
よ
う
な
感
染
症
な
ど
か
ら
生
活
習
慣
病
へ
と
変
わ
っ
て

き
て
い
る
の
で
あ
る
。

表
２
は
一
九
九
八
年
お
よ
び
二
○
○
三
年
の
都
市
と
農
村
に
お
け
る
慢

表 1　死亡原因上位 10 位
順位 中国都市（2005 年） ％

1 悪性腫瘍 22.94

2 脳血管疾患 21.23

3 心臓病 17.89

4 呼吸器疾患 12.57

5 外傷性障害及び中毒 8.25

6 消化器疾患 3.30

7 内分泌、栄養、代謝、免疫疾患 2.50

8 泌尿器、生殖系疾患 1.56

9 精神障害 0.95

10 神経系疾患 0.84

合計 92.03

（出所）参考文献⑧、880ページ。

順位 1998 年 合計 都市 農村 順位 2003 年 合計 都市 農村

1 高血圧 13.3 32.0 7.0 1 高血圧 26.2 54.7 16.4

2 慢性胃腸炎 12.1 12.4 12.0 2 胃腸炎 10.3 9.8 10.5

3 慢性気管支炎 9.7 12.4 8.8 3 関節リウマチ 8.6 8.4 8.7

4 関節リウマチ 9.6 9.3 9.8 4 慢性閉塞性肺疾患 7.5 8.2 7.3

5 胆石胆のう炎 4.8 8.5 3.6 5 脳血管疾患 6.6 13 4.4

6 脳血管疾患 4.7 9.8 3.0 6 胆石胆のう炎 5.7 8.5 4.7

7 冠状動脈性心臓病 4.4 11.7 1.9 7 糖尿病 5.6 16.3 1.9

8 消化性潰瘍 4.0 5.0 3.6 8 椎間板疾患 5.0 8.1 4

9 椎間板疾患 3.8 7.1 2.7
9 虚血性心疾患

冠状動脈性心臓病 4.6 12.4 2.0
10 糖尿病 2.4 7.4 0.8

10 消化性潰瘍 3.7 3.4 3.8

表 2　1998 年 /2003 年 住民慢性疾患罹患率上位 10 位（‰）

（出所）『中国衛生年鑑』2003 年版、509ページ、2005 年版、578ページ。
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性
疾
患
の
罹
患
状
況
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
表
か
ら
は
、
都
市
部
に
お
い

て
高
血
圧
、
心
臓
病
、
脳
疾
患
、
糖
尿
病
と
い
っ
た
生
活
習
慣
病
の
罹
患

率
が
高
い
こ
と
、
一
九
九
八
年
か
ら
二
○
○
三
年
の
わ
ず
か
五
年
で
都
市

部
、
農
村
部
共
に
高
血
圧
や
糖
尿
病
が
大
き
く
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
れ
は
食
生
活
や
生
活
環
境
が
先
進
国
型
と
な
っ
て
き
た
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
。

人
口
高
齢
化
に
伴
っ
て
癌
や
脳
・
心
臓
疾
患
を
発
症
す
る
患
者
の
数
は

増
加
し
て
い
る
が
、
医
療
技
術
が
進
歩
し
た
こ
と
で
、
病
状
が
相
当
な
ス

テ
ー
ジ
ま
で
進
ん
で
い
た
場
合
で
も
生
存
率
向
上
に
寄
与
す
る
複
数
の
治

療
法
が
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
同
じ
く
高
齢
化
に
よ
っ
て

増
加
す
る
慢
性
疾
患
、
た
と
え
ば
人
工
透
析
が
必
要
な
腎
不
全
や
、
脳
梗

塞
ほ
か
さ
ま
ざ
ま
な
合
併
症
を
引
き
起
こ
す
糖
尿
病
な
ど
、
以
前
な
ら
長

期
生
存
が
難
し
か
っ
た
疾
病
で
も
、
定
期
的
な
治
療
で
日
常
生
活
に
支
障

が
な
い
程
度
に
症
状
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し

癌
、
脳
・
心
臓
疾
患
の
よ
う
に
高
度
な
治
療
が
必
要
と
な
る
疾
病
や
、
長

期
に
わ
た
っ
て
継
続
的
に
治
療
し
て
ゆ
く
必
要
の
あ
る
慢
性
疾
患
に
は
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
高
額
な
医
療
費
用
が
必
要
と
な
る
が
、
現
在
の
中
国

で
は
医
療
保
険
に
給
付
上
限
が
あ
る
な
ど
、
公
的
保
険
制
度
に
限
界
が
あ

る
。
こ
の
た
め
医
療
に
か
か
る
費
用
は
、
個
人
負
担
の
増
加
と
い
う
形
で

患
者
に
重
く
の
し
か
か
る
の
で
あ
る
。

●
医
薬
品
価
格
の
上
昇

図
１
に
示
し
た
よ
う
に
、
一
人
当
た
り
の
医
療
費
用
は
急
速
に
上
昇
し

て
お
り
、
そ
の
中
に
占
め
る
医
薬
品
費
用
の
割
合
は
非
常
に
高
い
。
こ
の

傾
向
は
特
に
入
院
患
者
に
比
べ
て
検
査
や
処
置
の
少
な
い
外
来
患
者
で
著

し
い
。
医
薬
品
に
か
か
る
費
用
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
は
、
二
○
○
五
年

の
医
薬
品
生
産
額
が
一
九
九
四
、
一
九
九
五
年
ご
ろ
に
比
べ
て
約
五
倍

（
図
２
）、
輸
入
額
で
は
約
六
倍
に
伸
び
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る

（
図
３
）。
そ
の
一
方
で
、
医
療
費
の
中
で
検
査
・
治
療
の
占
め
る
割
合

が
医
薬
品
の
伸
び
率
を
上
回
っ
て
増
加
し
て
い
る
こ
と
は
、
一
連
の
医
療

行
為
の
中
で
の
検
査
・
治
療
、
特
に
高
度
な
医
療
機
器
を
用
い
た
検
査
や

治
療
の
比
重
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

薬
品
代
が
医
療
費
用
の
半
分
以
上
を
占
め
て
い
る
こ
と
や
、
医
薬
品
生

産
・
輸
入
額
が
急
速
に
伸
び
て
い
る
背
景
と
し
て
は
、
高
齢
化
に
よ
る
生

活
習
慣
病
の
増
加
と
並
ん
で
、
外
資
系
メ
ー
カ
ー
製
の
医
薬
品
（
現
地
生

産
お
よ
び
輸
入
品
）
へ
の
依
存
が
高
ま
っ
た
こ
と
の
影
響
が
大
き
い
。
特

に
外
資
系
メ
ー
カ
ー
製
の
医
薬
品
は
高
価
格
帯
の
も
の
で
あ
る
た
め
（
参

考
文
献
③
、
一
九
ペ
ー
ジ
）、
外
資
系
製
品
の
使
用
が
多
く
な
れ
ば
、
医

療
費
用
に
占
め
る
薬
品
代
の
比
重
を
押
し
上
げ
る
の
で
あ
る
。

で
は
外
資
系
メ
ー
カ
ー
の
製
品
は
、
中
国
の
医
薬
品
市
場
に
ど
れ
ほ
ど

浸
透
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
二
○
○
五
年
の
時
点
で
は
、
外
資
系
メ

ー
カ
ー
に
よ
る
生
産
と
輸
入
額
の
合
計
が
、
中
国
の
医
薬
品
生
産
額
に
占

め
る
割
合
は
二
九
・
一
％
に
も
達
し
て
い
る
（
参
考
文
献
⑧
、
五
一
○
、

五
四
○
、
七
三
四
ペ
ー
ジ
）。
次
に
外
資
系
メ
ー
カ
ー
は
主
に
ど
の
よ
う

な
分
野
で
シ
ェ
ア
を
伸
ば
し
て
い
る
の
か
を
見
て
み
る
。
図
４
は
中
国
に

お
け
る
二
○
○
○
年
度
の
医
薬
品
売
上
高
上
位
一
○
位
を
疾
患
系
統
別
に

円
グ
ラ
フ
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
売
上
高
上
位
一
○
位
を
構
成
す
る
医

薬
品
は
外
資
系
メ
ー
カ
ー
が
得
意
と
す
る
分
野
で
も
あ
る
。
た
と
え
ば
上

位
一
○
位
の
う
ち
第
一
位
の
抗
生
物
質
、
第
三
位
の
心
血
管
系
薬
を
取
り

上
げ
て
メ
ー
カ
ー
別
売
上
ラ
ン
キ
ン
グ
を
見
る
と
（
表
３
、
４
）、
外
資

系
メ
ー
カ
ー
製
は
ト
ッ
プ
一
○
の
中
で
も
上
位
に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
て
い

る
う
え
、
ラ
ン
ク
さ
れ
る
メ
ー
カ
ー
の
数
も
中
国
メ
ー
カ
ー
の
数
と
拮
抗

し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
売
上
高
一
位
と
三
位
内
で
の
順
位
を
記
し
た
が
、

そ
の
他
の
医
薬
品
売
上
ラ
ン
キ
ン
グ
内
で
の
順
位
を
見
て
も
ほ
と
ん
ど
同

じ
傾
向
を
示
し
て
い
る
（
参
考
文
献
⑤
、
二
四
〜
二
九
ペ
ー
ジ
）。
中
国

に
お
け
る
外
資
系
メ
ー
カ
ー
製
医
薬
品
（
現
地
生
産
お
よ
び
輸
入
品
）
の

シ
ェ
ア
は
全
体
の
二
九
・
一
％
だ
が
、
売
上
高
上
位
一
○
位
の
医
薬
品
で

は
半
数
を
外
資
系
メ
ー
カ
ー
製
が
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
漢
方
薬
と
西
洋

薬
を
合
わ
せ
た
総
合
売
上
高
（
表
５
）
で
も
外
資
系
が
四
社
入
っ
て
い
る

な
ど
、
医
療
現
場
で
は
外
資
系
メ
ー
カ
ー
の
製
品
が
選
好
さ
れ
て
い
る
実

態
が
見
え
て
く
る
。

医
療
現
場
で
外
資
系
メ
ー
カ
ー
の
医
薬
品
が
広
く
選
好
さ
れ
て
い
る
現
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図 1　総合病院外来患者一人当たり医療費用
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（出所）『中国衛生年鑑』2003 年版、582 ページ、2005 年版、567 〜
568 ページ。

図 2　医薬品工業の総生産額

（出所）『中国統計年鑑』各年版。
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図 3　医薬品／医療機器輸入額の推移

（出所）『中国統計年鑑』各年版。
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図 4　2000 年度中国における医薬品の系統別売上高比率（％）

（出所）参考文献⑤、22ページ。

消化器系薬,
13.75

心血管系薬,
12.18

神経系薬, 5.91

血液・造血系薬,
3.99

筋肉・骨系薬,
2.47

生殖泌尿系薬,
0.74

皮膚用薬, 1.13

呼吸器系薬, 2.42

抗腫瘍・免疫系薬,
7.41

抗感染剤薬,
35.79

順位 メーカー

1 西安楊森製薬（ヤンセンファーマ）

2 北京同仁堂

3 太極集団

4 上海羅氏製薬（ロシュ）

5 哈薬集団製薬六廠

6 葛蘭素威康製薬
（グラクソ・スミスクライン）

7 上海施貴宝製薬
（ブリストル・マイヤーズスクイブ）

8 三九医薬

9 西安緑谷製薬

10 四川太極集団

表 5　総合売上高トップ 10

（出所）参考文献①、186ページ。

順位 メーカー

1 ロシュ

2 三九医薬（中国）

3 メルク

4 ブリストル・マイヤーズスクイブ

5 サノフィ・アベンティス

6 グラクソ・スミスクライン

7 連邦製薬（香港）

8 ウエルマン（香港）

9 双鶴製薬（中国）

10 上海第三製薬（中国）

表 3　抗感染剤薬（2000 年度）

（出所）参考文献⑤、24ページ。
（注）メーカー名は筆者が一部翻訳。外資系メーカーの
場合は出資している外資企業の名前を表示。

順位 メーカー

1 ファイザー

2 魯南製薬（中国）

3 アストラゼネカ

4 ノバルティス

5 成都地奥製薬（中国）

6 ヤンセンファーマ

7 ブリストル・マイヤーズスクイブ

8 メルク

9 天津天士力製薬（中国）

10 南京金陵製薬（中国）

表 4　心血管系薬（2000 年度）
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状
を
、
別
の
観
点
か
ら
も
見
て
み
る
。
北
京
、
上
海
等
一
四
の
重
点
都
市

の
病
院
に
お
け
る
薬
品
の
使
用
額
を
メ
ー
カ
ー
別
に
見
て
み
る
と
、
上
位

二
○
社
の
う
ち
国
内
メ
ー
カ
ー
は
四
社
だ
が
、
外
資
系
メ
ー
カ
ー
は
一
三

社
で
六
五
％
に
も
達
し
、
外
資
企
業
の
生
産
集
中
度
、
出
荷
集
中
度
が
国

内
企
業
よ
り
も
は
る
か
に
高
い
こ
と
が
わ
か
る
（
参
考
文
献
⑨
、
一
五
六

ペ
ー
ジ
）。
さ
ら
に
二
○
○
○
年
の
生
産
集
中
度
か
ら
見
て
み
る
と
、
外

資
系
メ
ー
カ
ー
上
位
五
○
社
が
占
め
る
割
合
は
数
量
ベ
ー
ス
で
は
七
・
八

％
に
過
ぎ
な
い
が
、
販
売
収
入
ベ
ー
ス
で
見
る
と
五
七
・
四
％
に
も
達
し

て
お
り
（
参
考
文
献
⑨
、
一
五
六
ペ
ー
ジ
）、
上
述
の
実
態
が
裏
付
け
ら

れ
る
。
外
資
系
メ
ー
カ
ー
の
製
品
は
優
れ
た
効
力
を
持
つ
も
の
が
多
い
が
、

特
許
に
守
ら
れ
価
格
も
高
い
。
こ
れ
は
外
資
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
る

の
は
主
に
高
価
格
帯
の
高
級
医
薬
品
だ
か
ら
で
あ
る
。

政
府
は
医
薬
品
価
格
の
上
昇
を
抑
え
る
た
め
に
入
札
制
度
を
導
入
し
た

ほ
か
（
二
○
○
一
年
一
一
月
に
施
行
さ
れ
た
「
医
療
機
構
薬
品
集
中
招
標

采
購
工
作
規
範
（
試
行
）」
に
よ
る
。「
中
国
衛
生
部
」
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

http://w
w

w
.m

oh.gov.cn/new
shtm

l/905.htm

、
二
○
○
七
年
三
月
九
日
ア

ク
セ
ス
）、
各
分
野
の
医
薬
品
に
つ
い
て
、
一
九
九
七
年
以
降
二
○
○
七

年
三
月
一
五
日
ま
で
の
間
に
す
で
に
二
二
回
に
わ
た
り
公
定
価
格
の
引
き

下
げ
を
実
施
し
て
い
る
（「
人
民
網
」
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
掲
載
の
記
事
、
劉

世
昕
・
于
林
「
降
価
帯
来
薬
品
失
踪
引
起
監
管
部
門
関
注
」http://

society.people.com
.cn/G

B
/41165/5492504.htm

l

、
二
○
○
七
年
三
月
二

一
日
付
。
二
○
○
七
年
三
月
二
二
日
ア
ク
セ
ス
。
し
か
し
当
該
記
事
に
よ

れ
ば
、
値
下
げ
さ
れ
た
医
薬
品
は
数
日
で
医
療
機
関
や
薬
局
か
ら
姿
を
消

し
、
包
装
と
名
称
を
変
え
た
だ
け
で
ま
た
新
薬
と
し
て
高
値
で
販
売
さ
れ

た
り
、
あ
る
い
は
全
く
手
に
入
ら
な
く
な
る
事
態
が
横
行
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
）。
入
札
制
度
に
つ
い
て
上
海
市
を
例
に
見
る
と
、
二
○
○

二
年
七
月
か
ら
「
上
海
市
医
療
機
関
薬
品
集
中
入
札
調
達
実
施
規
定
」
を

実
施
し
て
い
る
が
（「
上
海
市
衛
生
局
」
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttp://w

sj.sh.

gov.cn/node2/yxzb/userobject1ai144.htm
l

、
二
○
○
七
年
三
月
九
日
ア

ク
セ
ス
）、
注
目
す
べ
き
は
そ
の
二
二
条
に
お
い
て
「
三
級
医
療
機
関
が

選
択
す
る
中
・
低
価
格
医
薬
品
の
金
額
、
数
量
は
選
択
し
た
薬
品
中
の
七

○
％
を
下
回
っ
て
は
な
ら
な
い
。
二
級
医
療
機
関
は
八
○
％
を
下
回
っ
て

は
な
ら
な
い
。
一
級
医
療
機
関
は
九
五
％
を
下
回
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と

定
め
て
い
る
点
で
あ
る
（
中
国
の
病
院
は
三
段
階
に
ラ
ン
ク
付
け
さ
れ
て

い
る
。三
級
が
最
上
級
で
大
学
病
院
ク
ラ
ス
。さ
ら
に
各
級
の
中
で
も
「
甲
、

乙
」
に
分
か
れ
る
。「
三
級
甲
」
が
最
高
ラ
ン
ク
の
病
院
）。
同
規
定
で
は

「
薬
品
価
格
を
抑
え
、
患
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
」
こ
と
が
謳
わ
れ
て
い

る
。
し
か
し
外
資
系
メ
ー
カ
ー
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
高
額
な
薬
品
の
使

用
を
大
幅
に
制
限
す
る
内
容
で
あ
り
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
に
よ
る
関
税
率
引
き

下
げ
、
外
資
系
メ
ー
カ
ー
へ
の
内
国
民
待
遇
供
与
か
ら
国
内
メ
ー
カ
ー
を

保
護
す
る
目
的
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

●
高
度
な
医
療
機
器
の
導
入
と
国
内
産
業
の
保
護

医
療
機
器
の
発
達
に
よ
っ
て
検
査
や
治
療
方
法
が
ハ
イ
テ
ク
化
し
、
患

者
の
身
体
的
負
担
軽
減
が
進
め
ば
、
患
者
の
み
な
ら
ず
医
療
関
係
者
に
と

っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
。
し
か
し
問
題
は
費
用
が
高
額
化
す
る
こ
と

で
あ
る
。
図
１
を
見
て
も
わ
か
る
と
お
り
、
医
療
費
用
に
占
め
る
検
査
・

治
療
費
の
伸
び
が
著
し
い
。
報
道
で
も
、「
検
査
費
用
は
薬
剤
費
に
次
ぎ
、

病
人
に
と
っ
て
二
番
目
に
重
い
負
担
と
な
っ
た
」
と
伝
え
て
い
る
（「
人

民
網
」
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
記
事
、
楊
茜
・
郭
艾
琳
「
政
府
調
降
医
療
設
備

検
査
費
用 

医
院
称
成
本
無
法
収
回
」http://life.people.com

.cn/

G
B

/1089/3984071.htm
l

、
二
○
○
五
年
一
二
月
二
九
日
付
。
二
○
○
七
年

三
月
九
日
ア
ク
セ
ス
）。

医
療
工
学
の
進
歩
に
伴
い
、
現
在
で
は
病
気
の
診
断
・
治
療
に
多
数
の

高
度
な
医
療
機
器
が
不
可
欠
と
な
っ
た
。
た
と
え
ば
病
巣
の
特
定
や
ケ
ガ

の
状
況
な
ど
の
精
確
な
診
断
を
行
う
際
に
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
装
置
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ

（
核
磁
気
共
鳴
画
像
法
）
装
置
や
超
音
波
装
置
と
い
っ
た
画
像
診
断
機
器

を
用
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
も
は
や
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
治
療
で
も
、

特
に
癌
の
治
療
に
あ
た
っ
て
は
リ
ニ
ア
ッ
ク
、
ガ
ン
マ
ナ
イ
フ
な
ど
の
大

型
放
射
線
装
置
も
必
要
と
な
る
。
し
か
し
こ
う
い
っ
た
設
備
を
導
入
す
る

に
は
日
本
円
に
し
て
数
千
万
円
か
ら
数
十
億
円
も
の
資
金
が
必
要
と
な
る
。

医
療
は
い
わ
ば
労
働
集
約
型
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
で
あ
る
が
、
医
療
現
場

上海市立Ａ病院のリニアック（放射線
治療装置）。ドイツ・シーメンス社製
（2006 年 2月 21日撮影）
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に
さ
ま
ざ
ま
な
機
器
が
導
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
多
額
の
設

備
投
資
を
必
要
と
す
る
資
本
集
約
型
産
業
の
面
も
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
労
働
集
約
型
か
ら
資
本
集
約
型
産
業
へ
と
急
速
な
変
貌
を
遂
げ
る

こ
と
が
な
い
の
は
、
診
察
、
手
術
や
看
護
と
い
っ
た
行
為
は
機
械
に
よ
る

代
替
が
で
き
な
い
う
え
、
検
査
・
治
療
装
置
が
増
え
る
こ
と
で
か
え
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
装
置
を
扱
う
資
格
を
持
っ
た
人
材
の
雇
用
が
増
加
す
る
か
ら

で
あ
る
。

資
本
集
約
型
産
業
の
側
面
を
持
つ
以
上
、
ま
た
増
加
し
た
従
業
員
の
雇

用
を
確
保
す
る
た
め
に
も
機
器
の
稼
働
率
を
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。
も
っ

と
も
、
人
口
の
高
齢
化
に
よ
る
生
活
習
慣
病
の
増
加
は
自
然
と
こ
う
い
っ

た
機
器
の
稼
働
率
上
昇
を
も
た
ら
す
。
た
だ
、
高
度
な
医
療
機
器
は
一
回

あ
た
り
の
検
査
・
治
療
費
も
高
額
に
な
る
た
め
、
医
療
費
の
増
加
は
避
け

ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
途
上
国
に
と
っ
て
問
題
に
な
る
の
は
、
検
査
や
治
療

に
不
可
欠
な
先
進
的
医
療
機
器
の
多
く
が
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
ご

く
一
部
の
先
進
国
メ
ー
カ
ー
製
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば

代
表
的
な
先
進
的
検
査
機
器
で
あ
る
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ゼ
ネ
ラ
ル

エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
一
社
で
半
数
近
く
の
世
界
シ
ェ
ア
を
持
ち
、
上
位
の
僅

か
五
社
（
す
べ
て
先
進
国
）
だ
け
で
世
界
シ
ェ
ア
は
九
九
・
七
％
に
も
達

す
る
（「
二
○
○
五
年
世
界
シ
ェ
ア
二
六
品
目
」『
日
経
産
業
新
聞
』
二
○

○
六
年
七
月
二
四
日
付
）。
こ
う
し
た
先
進
国
製
品
へ
の
依
存
の
結
果
、

図
３
に
見
る
と
お
り
、
中
国
に
お
い
て
も
医
薬
品
と
と
も
に
医
療
機
器
の

輸
入
は
急
増
し
て
い
る
。

人
件
費
と
は
異
な
り
、
機
器
自
体
の
販
売
価
格
は
先
進
国
、
発
展
途
上

国
に
か
か
わ
ら
ず
変
わ
ら
な
い
。
そ
の
た
め
発
展
途
上
国
と
い
え
ど
も
、

同
一
の
機
械
を
使
用
し
て
検
査
・
治
療
し
た
場
合
、
患
者
に
請
求
す
る
費

用
も
先
進
国
と
大
差
な
い
も
の
と
な
る
。
た
と
え
ば
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
購
入
に
は
、

性
能
に
も
よ
る
が
一
台
で
数
億
円
の
コ
ス
ト
が
必
要
で
あ
る
。
検
査
費
用

に
つ
い
て
み
る
と
、
日
本
で
単
純
Ｍ
Ｒ
Ｉ
撮
影
を
行
っ
た
場
合
は
一
万
二

三
○
○
円
で
あ
る
（
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
二

○
○
六
年
四
月
か
ら
の
価
格
〈
健
康
保
険
を
使
用
し
た
場
合
の
価
格
。
患

者
負
担
は
こ
の
一
〜
三
割
〉。「
厚
生
労
働
省
」
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttp://

w
w

w
.m

hlw
.go.jp/shingi/2006/02/dl/s0215-3f16.pdf

、
二
○
○
七
年
三
月

一
○
日
ア
ク
セ
ス
）。
一
方
、
中
国
で
行
っ
た
場
合
で
も
七
○
○
元
（
約

一
万
一
○
○
○
円
。
医
療
保
険
使
用
の
場
合
）
の
費
用
が
か
か
る
（
上
海

に
あ
る
大
学
付
属
病
院
の
場
合
。
二
○
○
六
年
二
月
二
一
日
に
筆
者
が
病

院
の
価
格
表
で
直
接
確
認
）。
そ
こ
で
政
府
は
二
○
○
五
年
一
二
月
一
五

日
に
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
（
ポ
ジ
ト
ロ
ン
断
層
法
）
装
置
、
ガ
ン
マ

ナ
イ
フ
な
ど
大
型
医
療
機
器
の
検
査
・
治
療
費
用
に
つ
い
て
引
き
下
げ
を

求
め
る
意
見
を
出
し
た
が
（「
中
華
人
民
共
和
国
中
央
人
民
政
府
」
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
掲
載
の
「
国
家
発
展
改
革
委
弁
公
庁
、
衛
生
部
弁
公
庁 

関
於

制
定
和
調
整
大
型
医
用
設
備
検
査
治
療
価
格
的
指
導
意
見
的
通
知
」

http://w
w

w
.gov.cn/gzdt/2005-12/30/content_142765_2.htm

、
二
○
○
七

年
三
月
九
日
ア
ク
セ
ス
）、
医
療
関
係
者
か
ら
は
、
こ
の
水
準
で
は
検
査

や
治
療
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
赤
字
が
増
え
る
と
の
指
摘
も
あ
る
（「
人
民

網
」
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
掲
載
の
記
事
、
楊
茜
・
郭
艾
琳
「
政
府
調
降
医
療
設

備
検
査
費
用 

医
院
称
成
本
無
法
収
回
」http://life.people.com

.cn/

G
B

/1089/3984071.htm
l

、
二
○
○
五
年
一
二
月
二
九
日
付
。
二
○
○
七
年

三
月
九
日
ア
ク
セ
ス
）。

中
国
で
は
「
病
院
設
備
の
中
で
、
輸
入
医
療
機
器
の
割
合
は
約
六
○
％

に
も
及
び
、
さ
ら
に
、
大
型
超
音
波
画
像
診
断
装
置
、
監
視
シ
ス
テ
ム
、

胃
カ
メ
ラ
と
Ｃ
Ｔ
な
ど
ハ
イ
テ
ク
機
器
の
約
九
割
が
輸
入
に
依
存
し
て
い

る
」
の
が
現
状
で
あ
る
（
参
考
文
献
⑥
、
二
九
○
ペ
ー
ジ
）。
筆
者
が
上

海
で
行
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
、
各
種
医
療
用
設
備
の
う
ち
、
外
資
系

メ
ー
カ
ー
の
製
品
は
「
半
分
程
度
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
（
二
○
○
六

年
二
月
二
二
日
、
上
海
市
立
Ａ
病
院
医
師
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
。

こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
際
に
院
内
の
大
型
医
療
機
器
や
診
察
室
を
案
内
し

て
も
ら
っ
た
が
、
備
品
は
や
は
り
輸
入
品
や
外
資
系
メ
ー
カ
ー
の
も
の
が

目
立
っ
た
）。
高
度
な
医
療
機
器
に
限
れ
ば
、
こ
の
比
率
は
さ
ら
に
高
い

も
の
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
心
電
図
や
超
音
波
検
査
装
置
な
ど
、

低
価
格
の
機
器
に
つ
い
て
は
保
有
率
、
普
及
台
数
共
に
高
い
が
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ

の
よ
う
に
高
価
格
の
機
器
に
つ
い
て
は
保
有
率
、
普
及
台
数
、
増
加
率
共

に
低
い
（
参
考
文
献
⑪
、
五
七
四
ペ
ー
ジ
）。
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中
国
の
よ
う
な
発
展
途
上
国
に
お
い
て
は
、
先
進
的
な
機
器
で
あ
れ
ば

あ
る
ほ
ど
投
下
し
た
コ
ス
ト
の
回
収
に
時
間
が
か
か
る
。
加
え
て
上
述
の

よ
う
に
政
府
が
高
額
な
費
用
の
引
き
下
げ
を
重
視
す
る
結
果
、
医
療
機
関

側
で
は
検
査
や
治
療
を
行
う
ほ
ど
赤
字
が
増
え
る
と
い
う
よ
う
な
状
況
に

な
れ
ば
、
公
的
医
療
保
険
利
用
者
に
対
し
て
は
必
要
な
検
査
・
治
療
が
行

わ
れ
な
い
、
も
し
く
は
品
質
の
劣
る
機
器
が
使
用
さ
れ
る
な
ど
と
い
っ
た

事
態
が
起
こ
り
か
ね
な
い
。

し
か
し
こ
こ
で
、
こ
の
費
用
引
き
下
げ
を
「
国
内
産
業
保
護
」
と
い
う

視
点
か
ら
も
指
摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
中
国
で
も
先
進
的
医

療
機
器
が
製
造
さ
れ
て
い
る
が
、「
国
際
的
な
先
進
レ
ベ
ル
に
比
べ
て
、

我
が
国
の
製
品
は
品
種
に
お
い
て
も
品
質
に
お
い
て
も
一
五
年
か
ら
二
○

年
遅
れ
て
い
る
。
こ
と
に
大
型
ハ
イ
レ
ベ
ル
医
療
機
器
設
備
は
、
我
が
国

の
生
産
面
に
お
い
て
際
立
っ
た
弱
点
で
あ
る
」（
参
考
文
献
⑨
、
二
三
六

ペ
ー
ジ
）
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
自
国
の
メ
ー
カ
ー
に
よ
り
Ｍ
Ｒ
Ｉ
も
製

造
さ
れ
て
い
る
が
、
上
述
の
通
り
品
質
が
劣
る
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
こ

と
は
検
査
費
用
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
福
建
省
で
の
検
査
価

格
表
を
見
て
み
る
と
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
と
し
て
七
○
○
元
の
価
格
が
つ
い
た

項
目
の
す
ぐ
下
に
「
国
産
Ｍ
Ｒ
Ｉ 

三
五
○
元
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る

（「
福
建
医
薬
価
格
信
息
網
」
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
掲
載
の
「
医
保
支
付
診
療

項
目
表
」http://w

w
w

.yy.fj.cn/yblx/sfbl.asp

、
二
○
○
七
年
二
月
一
一
日

ア
ク
セ
ス
）。
国
産
と
外
国
製
で
検
査
費
用
に
あ
か
ら
さ
ま
に
差
が
つ
け

ら
れ
て
お
り
、
国
産
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
検
査
し
た
場
合
は
費
用
が
実
に
半
額
に
な

る
の
で
あ
る
。

政
府
が
検
査
・
治
療
費
用
引
き
下
げ
の
方
針
を
示
し
た
の
は
、
外
国
製

品
が
圧
倒
的
シ
ェ
ア
を
占
め
る
先
進
的
医
療
機
器
で
、
な
お
か
つ
Ｍ
Ｒ
Ｉ

の
例
に
見
る
よ
う
に
検
査
・
治
療
費
用
も
国
産
品
よ
り
高
く
設
定
さ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る
（
参
考
文
献
⑨
、
二
三
九
ペ
ー
ジ
に
よ
る
と
、
外
国
製

品
で
の
検
査
費
用
は
国
産
品
の
一
・
五
〜
二
倍
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
な

お
、
費
用
設
定
は
各
地
の
物
価
管
理
部
門
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
）。

加
え
て
、
二
○
○
五
年
一
二
月
一
五
日
に
政
府
が
公
布
し
た
先
述
の
通
知

で
は
、
検
査
・
治
療
費
用
を
「
生
産
地
と
型
に
よ
っ
て
区
別
し
て
は
な
ら

な
い
」
と
も
明
記
し
、
間
接
的
な
表
現
で
は
あ
る
が
、
輸
入
品
と
国
産
品

を
同
等
に
扱
う
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。
二
○
○
六
年
二
月
に
筆
者
が
上

海
で
調
査
し
た
段
階
で
は
、
政
府
が
求
め
た
費
用
の
引
き
下
げ
は
ま
だ
行

わ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
（
二
○
○
七
年
三
月
一
一
日
の
本
稿
執
筆
時
点
で

も
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認
す
る
限
り
価
格
改
定
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、

ま
た
輸
入
品
と
国
産
品
と
の
価
格
差
も
そ
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。「
上

海
市
衛
生
局
」
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttp://w

sj.sh.gov.cn/node2/ylsf/zhsf/
userobject7ai553.htm

l

、
二
○
○
七
年
三
月
一
一
日
ア
ク
セ
ス
）、
仮
に

外
国
製
の
も
の
だ
け
を
引
き
下
げ
て
国
産
品
で
の
費
用
を
引
き
下
げ
な
い
、

つ
ま
り
外
国
製
品
に
よ
る
検
査
・
治
療
費
用
を
国
産
品
に
よ
る
場
合
と
同

レ
ベ
ル
に
引
き
下
げ
た
の
だ
と
し
た
ら
、
こ
れ
は
医
薬
品
同
様
、
医
療
費

削
減
と
同
時
に
国
産
品
保
護
の
狙
い
が
あ
る
こ
と
も
見
え
て
く
る
の
で
あ

る
。検

査
・
治
療
費
用
に
差
が
あ
る
こ
と
は
、
収
益
を
重
視
す
る
病
院
が
輸

入
品
を
選
好
す
る
誘
因
と
も
な
る
。
つ
ま
り
高
額
な
輸
入
品
で
あ
っ
て
も
、

高
頻
度
で
機
器
を
稼
動
さ
せ
、
投
下
し
た
資
本
を
短
期
間
で
回
収
し
て
し

ま
え
ば
、
そ
の
後
は
高
い
利
益
が
期
待
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、

国
産
医
療
機
器
が
品
質
的
に
先
進
国
メ
ー
カ
ー
製
に
劣
る
こ
と
か
ら
、
先

上海にある大学付属病院の検査価格の一例。項目欄に「国
産」や「進口（輸入）」の文字が見える（2006 年 2月 21
日撮影）



中国の医療費高騰メカニズムの分析—高齢化と医療産業の観点から

進
国
製
の
医
療
機
器
を
導
入
し
て
い
る
こ
と
は
、
医
療
機
関
、
特
に
民
営

医
療
機
関
に
と
っ
て
患
者
へ
の
大
き
な
Ｐ
Ｒ
効
果
に
な
る
の
で
あ
る
。

●
お
わ
り
に

高
齢
化
や
生
活
環
境
の
変
化
に
伴
う
生
活
習
慣
病
の
増
加
は
、
医
療
産

業
の
拡
大
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
な
お
か
つ
医
療
産
業
分
野
で
は
、
技
術

や
効
力
に
優
れ
る
外
資
系
メ
ー
カ
ー
製
品
の
シ
ェ
ア
拡
大
が
顕
著
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
も
医
療
費
用
上
昇
の
大
き
な
要
素
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
外
資
系
メ
ー
カ
ー
の
製
品
を
減
ら
し
て
コ
ス
ト
の
上
昇
を
抑
え
よ
う

と
し
て
も
、
自
国
の
医
療
産
業
が
未
成
熟
で
あ
る
上
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
世
界
シ

ェ
ア
を
み
て
も
わ
か
る
と
お
り
、
高
度
な
医
療
機
器
や
医
薬
品
に
な
れ
ば

な
る
ほ
ど
わ
ず
か
数
社
の
メ
ー
カ
ー
が
市
場
を
占
有
し
て
い
る
た
め
、
医

療
機
関
や
患
者
の
選
択
肢
は
狭
く
な
る
。
し
か
も
先
端
的
な
医
療
機
器
や

医
薬
品
の
開
発
に
は
高
度
な
技
術
、
多
額
の
研
究
開
発
資
金
と
長
い
時
間

が
必
要
と
さ
れ
る
た
め
、
国
内
の
医
療
産
業
育
成
は
容
易
で
は
な
い
。

今
後
も
急
速
な
高
齢
化
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
医
療
産
業
も
拡
大

し
て
ゆ
く
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
国
土
が
広
く
、
人
口
や
病
院
の
数
も

多
数
に
上
る
た
め
、
先
進
国
の
医
薬
品
、
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て

は
魅
力
的
な
市
場
で
あ
る
が
、
外
資
系
メ
ー
カ
ー
の
製
品
へ
の
依
存
度
が

高
く
な
れ
ば
、
一
層
医
療
費
用
の
高
額
化
を
招
く
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。

一
方
、
医
療
保
険
に
目
を
向
け
て
み
れ
ば
、
医
療
費
の
高
騰
に
よ
る
患

者
の
負
担
増
が
こ
れ
だ
け
問
題
に
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ほ
ぼ

企
業
と
従
業
員
の
拠
出
金
の
み
で
運
営
さ
れ
て
い
る
保
険
基
金
は
黒
字
を

維
持
し
て
い
る
（
公
務
員
向
け
を
除
き
、
財
政
資
金
は
基
金
運
営
経
費
な

ど
一
部
に
し
か
投
入
さ
れ
て
い
な
い
）。
政
府
も
公
定
薬
価
の
引
き
下
げ

は
繰
り
返
し
行
っ
て
い
る
が
、
医
療
費
高
騰
の
問
題
を
緩
和
し
て
ゆ
く
に

は
、
そ
れ
に
加
え
て
公
立
医
療
機
関
や
保
険
基
金
へ
の
大
幅
な
財
政
投
入

を
通
じ
て
個
人
負
担
を
引
き
下
げ
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
こ
の

ほ
か
、
現
在
は
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
九
○
％
以
上
を
公
立
医
療
機
関
が
担
っ

て
い
る
が
、
規
制
緩
和
を
行
っ
て
民
営
医
療
機
関
の
発
展
も
促
す
べ
き
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
厳
し
い
監
査
を
通
じ
て
医
療
水
準
の
平
準
化
を
図
る
必

要
は
あ
る
が
、
民
営
医
療
機
関
が
発
展
す
れ
ば
、
財
政
資
金
を
投
入
せ
ず

に
各
地
の
医
療
機
関
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
民
営
医
療
機
関
で
は
利
用
不
可
と
な
っ
て

い
る
医
療
保
険
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
一
般
企
業
と
同
等
と

な
っ
て
い
る
税
率
の
優
遇
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

医
療
制
度
が
現
在
の
状
態
で
推
移
す
る
な
ら
、
所
得
格
差
が
医
療
サ
ー

ビ
ス
水
準
の
格
差
、
ひ
い
て
は
健
康
・
寿
命
の
格
差
の
拡
大
に
直
結
し
て

し
ま
う
こ
と
が
避
け
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
く
ぼ
た　

み
ち
お
／
東
京
家
政
大
学
非
常
勤
講
師
）
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